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１．児童の作品例 グループで作成した旋律と個人の旋律を交互に演奏。グループのところは全員で演奏。 

 

 

 

 

反復の伴奏 

 

グループの旋律 
個人の旋律 

落ち着いて終わりたいという思い 

旋律の反復と変化 

振り返りから子供達の思いを確認する。 



 

 

２．児童の学びの様子 

  ・鍵盤のシートを用いて５音音階に親しむ活動を多く取り入れることで、演奏する技術を容易く身に付ける

ことができた。 

  ・特に教師の旋律の模倣を常時的な活動として題材全体を通して行ったので子供たちは旋律をつくることに

困難さを感じることなく取り組めていたようだった。 

  ・拍を感じやすい音源を作成しそれに合わせて練習することによって一人つくった旋律を演奏したり、グル

ープで旋律を重ねたりする活動に取り組むことができていた。 

  ・旋律の動きを示し、動き方から旋律を考えてつくることができた。 

  ・一人でつくることが困難な児童はグループでつくった旋律を自分の担当の場所でも演奏していた。 

３．実践を終えて 

  ・今回はミニキーボード、ミニ鉄琴、木琴を使用して音楽づくりを行った。鉄琴の鍵盤を抜いて都節音階の

音のみを残したり、木琴に付箋で目印をつけたり、ミニキーボードのシートを用いることで、児童が一目

で使用する音がわかり活動に取り組みやすくなった。そのことによって技術的な練習時間の短縮をするこ

とができた。また、今までは音楽づくりをする際に距離感が生まれてしまっていたが、楽器が小さいこと

でそれが縮まり、会話がしやすいようだった。みんなでつくった旋律を合わせるために教え合う姿が見ら

れただけでなく、みんなでつくった後で自分の旋律づくりを行ったので互いに助言をしながら旋律づくり

に取り組んでいた。また、合奏にしていく際にも声を掛け合いながらまさに協働して音楽をまとめていく

姿を見ることができてよかった。 

細かいリズムのみんなの旋律に合わせて伴奏も考えられている。 

最後はそれぞれがつくった旋律を同時に演奏。５音階だからこそ上手に重なる。 

反復の旋律 

みんなで考えたものを自分の担当の場所でも 

反復の旋律 


